


要旨:埼玉県における情報管理の現状と問題について県内全保健所にアンケート調査を行

ない以下の結果を得た。(1)管内の極低出生体重児の出生の確認は、主に養育医療申請書、

人口動態出生小票,病院からの連絡,家族からの連絡によっていた。(2)極低出生体重児の

保健所での病状杷握は、主に病院からの連絡票と養育医療意見書によるが、医療機関によ

って対応がことなるため十分な病状把握ができていないとする意見が全体の 65.4%にみら

れた。以上より極低出生体重児の情報伝達と医療機関-保健所との連携を強化するために

は児の情報を正確に伝達する方策と個々の機関の役割を明確にする必要がある


